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＜連絡事項＞

· 県知事選挙期日前投票の送迎バス案内がWIZ掲示板に掲示されています。前回県議・市議選に引き続き、法人～市役所間往復のマイクロバスを5月31日（木）～6月2日（土）の3日間運行するとの事です。資料も掲示板に添付されていますので、添付資料の趣旨を理解した上、期日前投票を進んで行って下さい。
· 救急カートの中の物品ですが、緊急時以外は原則出さないようにしてください。出した際は必ず戻すようにし、薬剤等を使った時はすぐに発注をして補充するようにしてください。今後、定期的に確認をしていきます。

＜患者様連絡事項＞

・慶長　節子様～本日より３日分の点滴の指示が出ています。点滴拒否の際に拘束の指示をもらっていますが、本人に点滴の必要性について説明をし、なるべく拘束をしないで点滴が出来るよう声掛けをしていきましょう。本日就床前より臨時薬が継続処方、同じ内容にデプロメール(25)が１Ｔ追加となっています。服薬の拒否があった際は、スタッフを変えるなど声掛けや飲み方を工夫して介入するようにしてください。本人より、「牛乳を飲むと腹がくだる」と話しがあり、主治医に報告し明日の朝より牛乳禁の指示が出ています。

・巴　勇樹様～本日より、１泊２日で外泊に行かれています。次回の外泊は未定で、日時が決まり次第、御家族から連絡が来る事になっています。連絡が来たら、忘れずに外泊希望届を提出してください。

・榮田　豊様～御家族より、金融関係の業者が面会に来る可能性があると情報あり。ご家族より、本人には会わせないようにと希望あります。家族以外の方の面会があった際は、本人との関係を明らかにし、家族以外は面会を控えるように対応して下さい。

＜注目患者様について＞

・野沢　英貴様～退出時は落ち着いて過ごすこと出来ていますが、食事の際は他者の食事を盗食してしまう可能性があり、見守り要しています。退室時は見守りを徹底し、迷惑行為や他者とのトラブルを防止するとともに、退室時間を徐々に増やしていけるようにしましょう。

・高橋　礼子様～日中過ごしていても落ち着きのなさ見られ、本日の入浴時も落ち着いて座れず立ち歩いていました。転倒や転落の恐れがあるので、入浴する際は二人で見守り・介助を行い、安全に入浴が行なえるようにしましょう。また、ホールで過ごされている際は、他者とのトラブルにならないよう見守り・介入を行なっていきましょう。

・坂　　貢様～昨日、精神神経用剤が処方となっていますが、服薬拒否はありません。今後も妄想や幻聴に左右された発言や威嚇・粗暴的となり、他患者様とのトラブルが考えられますので、表情や口調の観察に注意し、トラブルにならないように未然に対処をしていきましょう。また、主治医へも情報提供を行なっていきましょう・

＜転入患者様情報＞

　佐々木　康子様（49）統合失調症　　任意入院

　主治医：川端Dr　　担当SW：下平

　5月中旬より食欲不振目立ち、不安・恐怖感の訴えきかれ、荷物をまとめる行為みられ、希死的発言もきかれることありました。「他者がみんなグルになって私を焼き殺そうとしている。」「（自殺した患者様を）殺したのは自分だ」などと妄想・幻聴に左右された発言がきかれ、突然泣き出す等精神的に不安定な状態みられています。本人希望もあり、5月25日東Aユニット（12号室個室）へ移動となっています。
　移動直後は不安感訴え強く、軽度の不穏状態みられていました。本日は比較的落ち着いていますが、手指振戦みられ、要求・訴えが頻回にきかれています。自ら不安感等訴えてくることは少ないですが、声掛けすると訴えること出来ています。本人の思考をまとめるという意味でも、訴えを傾聴し、本人の不安感や恐怖感を軽減していきましょう。

　食事摂取量が少ないため、体重管理目的で週３回体重測定（入浴時）を行っています。体重が43kg以下の場合は栄養剤（エンシュアリキッド）処方を検討してくとのこと。また、血圧も70～100／52～72mmHgで経過し、時折眩暈を訴えることがあるため、歩行状態や活動性の観察を行い、血圧は3検（各勤務帯1回）で側定していきましょう。

以前も離院や自殺企図のある患者様なので、鍵や貴重品・危険物の管理、スタッフオフィスの施錠は徹底して行い、本人の所在確認を明確にしていきましょう。













